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定義

信用力が最も高く、信用リスクが限定的であると判断される債務に対する格付

信用力が高く、信用リスクが極めて低いと判断される債務に対する格付

中級の上位で、信用リスクが低いと判断される債務に対する格付

信用リスクが中程度と判断される債務に対する格付

投機的要素を持ち、相当の信用リスクがあると判断される債務に対する格付

投機的であり、信用リスクが高いと判断される債務に対する格付

安全性が低く、信用リスクが極めて高いと判断される債務に対する格付
非常に投機的であり、デフォルトに陥っているか、あるいはそれに近い状態にあるが、
一定の元利の回収が見込めると判断される債務に対する格付

最も格付が低く、通常、デフォルトに陥っており、元利の回収見込みも極めて薄い債
務に対する格付

（著者：荒川正治＠2016） 

1. 企業格付（債務者格付） 
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◎ 企業格付が高いほど、低金利や融資枠拡大となる。 
   反対に、格付が低くなるほど、高金利や融資枠縮小となり、担保・保証を多く求められる。 
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（著者：荒川正治＠2016） 

2. 企業格付のプロセス（1/2） 

① 決算書の精査 
  （ 財務格付モデルへの入力数値の確認 ） 

 
② 財務格付 
 

 
③ 定性的分析評価 
 

 
④ 他の定量的分析指標の確認 
 

 
⑤ 企業格付の決定 
 

定性的分析の主要項目 
 
①  市場動向 
 
② 景気感応度 
 
③ 市場規模 
 
④ 競合状態 
 
⑤ 業歴 
 
⑥ 経営者 
 
⑦ 株主 
 
⑧ 従業員モラル 
 
⑨ 営業基盤 
 
⑩ 競争力 
 
⑪ 市場占有率 

財
務
分
析 



3 

2. 企業格付のプロセス（2/2） 

（著者：荒川正治＠2016） 

■ 財務格付モデルの主要な定量指標 
 
1. 安全性指標 
 
 ・自己資本比率 
 ・有利子負債比率 
 ・固定長期適合率 
 
2. 収益性指標 
 
 ・売上高営業利益率 又は 売上高経常利益率 
 ・投下資本利益率 又は 総資本利益率 
 
3. 返済能力指標 
 
 ・債務償還年数 
 ・インタレストカバレッジレシオ 
 
4. 成長性指標 
 
 ・経常利益（又は営業利益）増加率 
 ・自己資本増加率 
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